

























































A Method of Chordal Accompaniment for Teachers to Increase
Students’ Motivation to Practice the Piano in Childcare Training Course





























































































































































































































































































I I Ⅴ7 Ⅴ7
（Ｃ） （Ｃ） （G7） （G7）
①
I  Ⅵm7 Ⅱm7 Ⅴ7
（Ｃ） （Am7） （Dm7） （G7）
②
I  Ⅵm7 Ⅳ6 Ⅴ7
（Ｃ） （Am7） （F6） （G7）
③
I Ⅲm7 Ⅳ6 Ⅴ7
（Ｃ） （Em7） （F6） （G7）
④
I Ⅵ7 Ⅱm7 Ⅴ7
（Ｃ） （A7） （Dm7） （G7）
⑤
I #Ⅰdim Ⅱm7 Ⅴ7
（Ｃ） （C# dim） （Dm7） （G7）
⑥
I Ⅰ7 Ⅳ6 Ⅳm6


































































① 弾きやすい ８ １


































































① 良い 7 5




















































































































Levine Mark (1989) ‘The Jazz Piano Book’ Hal 
Leonard Corporation
とである。実際に授業中に、代理コードを使っ
た伴奏を聴いて涙ぐむ学生がいたが、まさに
この体験こそ音楽の本質である。音楽を聴い
て涙が出る、感動する、琴線に触れる経験、
あるいはリズムに自然に体が動いてしまう楽
しさを感じることこそ、音楽の真髄であると
言える。ピアノの個人指導において、初級者
は譜面を読むことに時間がかかり、教材は音
数も少なく、音楽を楽しむような経験まで導
くのは難しいことである。しかし、２台のピ
アノを生かして教師が即興伴奏することによ
り、学生に音楽本来の楽しさや和音の響きの
美しさ、多様性、深みなどを味わう心を育む
ことができるのではないかと考える。
今後の課題
　今回の実践では、学生の演奏に教師がコー
ド伴奏をすることによる効果を明らかにした。
教師が弾く和音の響きの変化を感じ取り、
コード伴奏への興味を引き出すことはできた
が、学生自身が代理コードを用いた伴奏を弾
けるまでには至っていない。将来、保育の現
場で学生自身が様々なコード伴奏を弾けるよ
うに、指導していくことが今後の課題である。
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